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第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会における 
専門医共通講習会の開催について 

 
                

                             教育委員会 
 

 この度本医学会では、第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会会期中に「医療倫

理・医療安全・感染対策講習会」および「指導医講習会」を開催いたします。各詳細は次

ページ以降をご参照ください。 

 新専門医制度において、一般社団法人日本専門医機構では、医療倫理・医療安全・感染

対策の各講習会をすべての基本領域専門医が共通して受講する項目と定め、「専門研修施設

群のいずれかの施設が開催するもの、または各領域で正式に認められた講習会」（「整備指

針の補足説明」より）とする方針です。本医学会としては、今後も年に２度、本医学会主

催の医療倫理・医療安全・感染対策の各講習会を開催し、会員が新専門医制度へ移行でき

るよう準備中です。 

  

 リハ科専門医および指導医の先生方におかれましては、学会誌およびホームページ等で

の情報提供を随時いたしますので、ご確認のほどよろしくお願い申し上げます。 

 
※2013～2015 年度までに本医学会主催の「医療倫理・安全」講習を受講された先生方： 

専門医制度委員会からこれまでの受講歴が医療倫理・医療安全・感染対策のいずれかに

振替となるように申請いたします。 

※新専門医制度における更新についての詳細は、日本リハ医学会 HP より「新専門医制度に

ついて」の「リハビリテーション科専門医更新基準」をお読み下さい。

（http://www.jarm.or.jp/member/member_system/member_system_aboutnewsys-sp.html

#7） 
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リハビリテーション科専門医の先生方へ 
 

「医療倫理・医療安全・感染対策講習会」開催のお知らせ 
 

教育委員会 
 

第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会における「医療倫理・医療安全・感染対

策講習会」を開催いたしますので、リハビリテーション科専門医の先生方は、ご留意いた

だきますようお願い申し上げます。 
1.開催日 ：２０１７年６月１０日（土）９：００～１２：２０ 

2.会 場 ：第１０・１１会場（ホテルグランヴィア岡山 4F）フェニックスA・B・C 

3.講演内容： 

9:00～10:00 感染対策「肺炎の診断と治療 

            ―高齢者・障害者の誤嚥性肺炎：医療・介護関連肺炎を中心に―」 

  演者：川崎医科大学 総合内科学 1 教授 沖本 二郎先生 

  座長：昭和大学医学部 リハビリ テーショ ン医学講座 依田光正先生 

10:10～11:10 医療倫理「終末期ケアにおけるリハビリテーションと倫理的課題」 

  演者：茨城県立健康プラザ 管理者 大田仁史先生 

  座長： 京都府リハビリテーション支援セン ター 武澤信夫先生 

11:20～12:20 医療安全「脳卒中の院内発症への対応：課題と解決への試み」 

  演者：川崎医科大学 脳卒中医学 教授 八木田佳樹先生 

  座長： 杏林大学医学部 リハビリテーション医学教室 岡島康友先生 

4.認定単位：１講演１０単位（最大３０単位） 

     （日本専門医機構リハビリテーション科専門医は１講演１単位(最大３単位)） 

5.受講費 ：１講演２,０００円（全講演受講で６,０００円） 

6.事前申込：有（第５４回学術集会 HP  
http://www.congre.co.jp/jarm2017/overview/index.html よりお申込ください）定員があ

り、申込みしていない方は受講できません。 

 
※学会専門医としてのリハ科専門医更新における医療倫理、医療安全の受講が必須となる

のは、2018 年 3 月 31 日更新期日を迎える方からとなります。倫理安全に関する自己学習

は専門医活動報告書記載に必須となりますのでご留意願います。 
※機構専門医としてのリハ科専門医更新における感染対策、医療倫理、医療安全の受講に

関しては、日本リハ医学会 HP より「新専門医制度について」の「リハビリテーション科

専門医更新基準」をお読み下さい。 
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指導医の先生方へ 
指導医新規申請をご予定の先生方へ 
 

「指導医講習会」開催のお知らせ 
 

教育委員会 
 
 第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会における「指導医講習会」開催を以下に

ご案内いたしますので、指導医及びこれから指導医新規申請を予定されている先生方には、

ご留意いただきますようお願い申し上げます。 
 

 1.開催日 ：２０１７年６月１０（土） １５：００～１７：１０ 

 2.会 場 ： 第 4会場 岡山県医師会館 2F 三木記念ホール 

 3.講演内容： 
 指導医講習会 1：「自験例から考える脳機能画像とリハビリテーション  

                   -指導医の知っておくべき知識-」 

 演者：東京慈恵会医科大学 リハビリテーション医学講座 主任教授 安保雅博先生 

 座長： 札幌医科大学医学部 リハビリテーション医学講座 石合純夫先生 

 

 指導医講習会 2：「運動学習に関して指導医が知っておくべき知識」 

 演者：兵庫医科大学 リハビリテーション医学 主任教授 道免和久先生 

 座長： 金沢医科大学医学部 リハビリテーション医学講座 影近謙治先生 

 

 4.認定単位：２０単位（２講演一括） 

    日本専門医機構リハビリテーション科専門医は２単位（２講演一括） 

 5.受講費 ：２,０００円（２講演一括） 

 6.事前申込：有（第５４回学術集会 HP：

http://www.congre.co.jp/jarm2017/overview/index.html よりお申込ください）定員が

あり、申込みしていない方は受講できません。 

 
※指導医更新における本講演の受講が必須となるのは 2018 年 3 月 31 日更新期日を迎える

方からとなります。 
※１講演は６０分とし、２講演（１２０分）行います。どちらか１講演のみの受講は認め

られませんので、ご了承ください。 
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